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平成３０年度第８回理事会議事概要 

 

 

 

日 時 ： 平成３０年１１月９日（金）１５：３０～１５：４５ 

 

場 所 ： 特別会議室（つくば市） 

 

出席者 ： 理事長               沢田 治雄 

 

      理事（企画・総務・森林保険担当）  柳田真一郎 

 

      理事（研究担当）          田中  浩 

 

      理事（育種事業・森林バイオ担当）  川野 康朗 

 

      理事（森林業務担当）        大山誠一郎 

 

      理事（法令遵守担当）        井田 裕之 

 

      監事                鈴木 直子 

 

      監事                平川 泰彦 

 

      総括審議役             吉野 示右 

 

      総括審議役             小山富美男 

 

      総括審議役             大貫  肇 

 

      審議役               合田 和弘 

 

      企画部長              坪山 良夫 

 

      総務部長              永山 正一 
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１．開会 

（吉野総括審議役） 

平成３０年度第８回理事会を開催いたします。 

本日は報告事項が３件ですが、先日、平成３０年度補正予算が成立しましたので、そ

の概要について柳田理事から説明をお願いします。 

 

（柳田理事） 

 平成３０年度補正予算が１１月７日に成立しています。林野庁関係では総額４６９億

円。内訳として、まず山林施設災害復旧等事業、これは治山ダム・林道等の施設の災害

を復旧する公共事業で４１６億円。治山事業、山地が崩れた箇所の山腹工、治山ダムな

どを設ける公共事業で５２億円。次に国立研究開発法人森林研究・整備機構災害復旧事

業、これは北海道育種場の台風災害復旧関係で非公共として１．２億円が認められてい

ます。因みに国全体としては自然災害からの復旧・復興として総額９，３５６億円、農

林水産省全体では総額９７４億円、うち公共事業９２２億円、非公共５２億円となって

おります。 

 

（川野理事） 

 この補正予算では総合調整室をはじめ関係者の皆様に大変ご苦労いただきました。お

陰様で所要の予算が確保できたことに対しまして感謝申し上げます。予算の示達があり

次第、復旧に向けて取り組んで参りますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 

２．議事 

Ⅰ－２ コンプライアンスの取組状況について 

（井田理事） 

 機構業務の適正確保、効率的・効果的な業務遂行のため、事業活動に関わる法令等の

遵守、会計監査人との連携などのモニタリング体制の充実、組織全体としてのリスク管

理などの内部統制システムの充実・強化に努めております。法令遵守、コンプライアン

スの推進、ハラスメント防止にあたっては、研究開発業務、水源林造成業務、森林保険

業務毎にコンプライアンス推進委員会を設け、法令・ルールの周知徹底のための教育・

研修の実施、公益通報窓口の拡充などの取組、また取組結果、実施状況についての点検

・評価を行っており、着実に実施されているものと認識しております。今後も、役職者

が法令遵守、コンプライアンスのメッセージを積極的に発信し、公正な手続きに基づく

透明性のある業務運営を図っていくことにしております。また、情報セキュリティにつ

いても十分な注意を払っていきたいと思っています。 

各部門につきましては、森林総合研究所、森林整備センター、森林保険センターそれ

ぞれありますが、コンプライアンス研修や情報セキュリティ教育を既に実施しており、

今後コンプライアンス推進委員会、更に教育を実施していくことにしております。 

１２月３日～７日は国立研究開発法人協議会としての取り組みとしてのコンプライア

ンス推進週間ですので、我々もこれに対応する形で取り組むことにしており、既にその
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ためのポスターを掲示しており、またメッセージを出したいと考えております。 

 

（沢田理事長） 

 今回も公益通報処理が０件ですが、これは良いことなのか悪いことなのか、この組織

にあって０件というのは公益通報が徹底されているのか、窓口が明らかになっているの

か等について問われるような気がしてちょっと不思議な気がします。 

 

（井田理事） 

 外部窓口への公益通報は法令違反なので０件のほうがよいかと思います。 

 

（沢田理事長） 

 ある意味そうですが、通報があったけど公益通報に該当しないというのは普通かなと

いう気がします。 

 

（井田理事） 

公益通報の用件の見直しや不利益扱いから保護する通報者の範囲はどうするか、何処

までの退職者までが対象になるのか等について議論されているようなので、今後変わっ

てくることはあるかと思っています。 

 

（平川監事） 

 情報セキュリティ研修は森林総合研究所だけですか。森林整備センターはどうなので

しょうか。 

 

（井田理事） 

 森林整備センターにつきましては、情報セキュリティ研修とｅ－ラーニングを１０月

に実施しております。 

 

 

Ⅰ－３ 第１６回環境研究シンポジウムの開催について 

（坪山企画部長） 

 第１６回環境研究シンポジウムが１１月１６日に一橋大学一橋講堂で開催されます。

当機構からは、毛綱林業工学研究領域長が「スマート林業に向けた無人走行集材車両の

開発」と題する講演を行います。また、この他に８課題のポスター発表が行われます。 

 

 

（吉野総括審議役） 

ほかに質問がないようでしたら、これで平成３０年度第８回理事会を終了いたします。

次回は１２月１４日（金）に森林整備センターで開催となります。 
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３．閉会 

 


